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放射性同位元素等の管理の徹底について (再通細)

日頃から放射性同位元素等の管理に御尽力いただきありがとうございます｡

既に報道等により御乗知のこととは思いますが､平成20年4月7日､非破壊検査

株式会社京葉営業所において密封された370ギガベクレルのイリジウム192が収

納された非破壊検査装置1台が所在不明になり盗難のおそれもあるという事件が発生

しました｡

当省とし竃は､平成20年3月17日柳 ナ19科原資第168号 r灘海道洞爺湖骨

ミット等開催に伴う放射性同位元素等の管理の徹底について (通知3Jをもって注意
喚起を行ってきたところですが､かかる事件が発生したことを踏まえ､再度､放射性

同位元素等の厳重な保管管理の徹底をお願いすることといたしました0
特に今回の事件では､保管庫の鍵の管理に加え入室を探知するためのカードシステ

ムも備えられていたところ､保管庫への侵入に際し通常どおりに鍵及びカードが正常

に使用されたもので､警備会社も扉の開閉を異常と判断褒きなかったとみられている

ことから､

○保管庫入り口における鍵の二重化や責任者のみ鍵の使用を行われるなど厳格な管理

等の方策による措置が講じられているか

○保管庫への立ち入りと放射性同位元素の持ち出しにあたり複数者によるチェック体

制がとられているか

0放射性同位元素の在庫確認の徹底による異常の早期発見のための措置が講じられて

いるか

0異常を発見した場合の迅速な通報連絡体制が構築されているか

等につき改めて貴事業所の体制を再点検し､こうした事件が発生しないよう措置して

いただくようお願いいたします｡
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